
昨年度は同様な活動の中で、つがる市のＰＲ動画も作成し
ました。その動画が受賞しました。この賞の入賞作品一覧を
見ると、名だたる多くの企業が連なり、そ
の中に「青森県つがる市」として受賞して
います。コピーライターは木高生の皆さん
になっています。ぜひ広告電通賞を検索！
そのＰＲ動画もあります！

まずは「体験発表」の部。寺山小梅さん（２年次）

が「つないだ手をはなさない」という題で、自身の成長
とJRC魂（人道）について堂々たる発表をし、最優秀賞を
獲得しました。

次いで「救急法実技コンクール」には、工藤瑠華さん・藤元晴人くん・松橋優芽さ

ん（２年次）・長内泉由椛さん・田中星羅さん（１年次）の５名が出場し、トップ
バッターの緊張感の中、積み重ねた練習の成果を存分に発揮しました。そして、結果
は最優秀賞！この部門での最優秀賞獲得は、木高JRC部３年連続の快挙です。

また自校の活動内容を紹介する「壁新聞コンテスト」では、実質２位に相当する優

秀賞を獲得しました。この壁新聞は、１月の青少年赤十字作品展（イオンモールつが
る柏）で展示する予定なので、是非ご覧ください。

学校ホームページ http:www.kizukuriｰh.asn.ed.jpでカラーが見れます。また様々な学校生活の様子も掲載しています。

◎第４５回青森県高等学校総合文化祭
「青少年赤十字部門大会」 １０月１９日

～１０月に実施した主な行事など～

性教育セミナー
「性と生を考える教室」

＊木高通信では特ダネを常時、受け付けています。（１職編集局長中山デスク ２職支局長則子デスク ３職特派員大栁デスク）

青森市カクヒログループスーパーアリーナヨリドマを会場に国ス
ポ開催２年前イベントが行われました。ボランティア活動として３
年次の齋藤怜奏さんと横濱ゆうなさんが参加。アップリート君缶
バッチ作成に携わりました。その模様はＡＢＡの「ハッピィ」で生
放映されました。みんな観たかな！？

● 生徒会役員改選選挙（10/3）
● 避難訓練（１０/９）
● 性教育セミナー（１０/１６・１年次）
● 進路ガイダンス（１０/２4・２年次）
● 外庭清掃（10/25）

大会ポスター

◎

◎銀杏並木が見頃！

10月13日（日）「銀杏ヶ丘同窓会交流会」が開催されました。川嶋大史会長の
発案で、令和9年に迎える創立100周年に向けてのカウントダウンの意を込める
という趣旨で実施しました。
講演会講師として新高三十回生、八戸市教育長の齋藤信哉氏をお迎えし、「わ
が陸上人生～木造高校時代の思い出」という演題で講演をいただきました。五

種競技で3800点、全国高校新記録を樹立するなど、数多の輝かし
い記録を更新し、木高陸上競技部の名を全国に轟かせたアスリー
トです。齋藤氏来たる、の報に陸上競技部の同期生と同窓三十回
生が駆けつけ、スクリーンの画像を眺めては歓声を上げて当時を
懐かしんでいました。
来賓に福島弘芳同窓会顧問、倉光弘昭つがる市市長、成田克子

つがる市議会副議長、山谷光寛つがる市教育長、
三上保校長ほか６名の御臨席を賜り、県内外から５２名の参
加をいただきました。例年よりも多い参加者数となり、盛会
のうちに会を閉じました。

ＪＲＣ部：《Junior Red Cross》青少年赤十字。幼稚園から高校までの子供たちと教師が、学校という場を通じ
て赤十字の理念を実践するための活動。1922年に国際赤十字の事業の一環として始まった。

10月9日（水）の
総合的な探究の時間
に1年次生が2年次生
の活動を見学しまし
た。今年度の2年次生は「木造プロ
ジェクト」「人づくりプロジェク
ト」「地域づくりプロジェクト」
「産業支援プロジェクト」「環境
保全プロジェクト」の5つに分かれ
て活動していますが、１年次生も
来年度この５つのプロジェクトに
所属して現２年次と一緒に活動す
ることを予定しています。１年次
生はどのプロジェクトに所属する

かを決めるため、見
るだけではなく２年
次生の話を熱心に聞
いていました。

ＪＲＣ部：３年連続最優秀賞

◎銀杏ヶ丘同窓会交流会 ◎つがるファン獲得大作戦
ｗｉｔｈ キャンパスラボ

◎総合的な探究の時間

キャンパスラボ：首都圏各大学のミスキャンパスが主体的に取り組む社
会課題解決チーム。10代・２０代のマーケティングから商品開発、ＰＲや
プロモーション立案まで一貫して考え、企業や自治体と共創し、課題解
決していくことを目標としている。事務局はＴＯＰＰＡＮ株式会社。

生徒玄関の横断幕！
２が「３」になります！

３年
連続

10月29･30日の２日
間で実施されたこの企
画は、つがる市役所東
京事務所が中心となっ
て、首都圏からつがる
市の魅力をＰＲする一環として行われてい
る事業であります。具体的には、木高生と
キャンパスラボとが体験活動やワーク
ショップを通して、つがる市の魅力を発見
していこうというものであり、ここ数年、
本校が協力しております。本校１階渡り廊
下に掲示している『つが・る』辞典のポス
ターもこの活動の一環です。

広告電通賞

＜銀賞＞

優れた広告コミュニケーショ
ンを実践した広告主を顕彰す
ることにより広告主の課題解
決の道を広げ、日本の産業・
経済・文化の発展に貢献する
ことを目指している賞です。


